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資本のテロ独裁である」という 30～40 年代当時のコミンテルン（共産主義第 3 インターナショナ
ル Third International。世界各国の共産党の国際組織。19 年レーニン等の指導下にモスクワで創立、43
年解散）の幹部パーム・ダットの規定に依存していた。このテーマ設定の際の指導教授・加藤
俊彦先生の柔らかな苦笑を今も冷汗とともに想起する（加藤先生は 77 年 4 月～８7年 3 月の間、本
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－ 2 － 
があった。これも今では手許から喪失した書物だが、おそらく昭和 6年 3月、平凡社発行の『世




































・武田泰淳『風媒花』新潮文庫、63／7.30、8 刷。初出は 52／1～11 月号『群像』連載 
・利根川裕『宴』中公文庫、80／2.10、1 刷。初出は 65／7～10 月号『展望』連載 
・三島由紀夫『英霊の声』河出書房新社、70／8.10、6 版。初版は 66／6.30 
（2.26 事件に関連する「英霊の声」「憂国」「十日の菊」の 3作品を収録。とくに「英霊の声」） 









































































 『宴』は雑誌『展望』の昭和 40 年 7～10 月号に連載、同 41 年 1 月に筑摩書房から単行本と
して刊行、私の手持本は前記のように中公文庫版である。同 41 年 11 月に小山明子・高橋幸治



















白坂  「連中は（＝2.26 事件に関与の青年将校は 井上注記）、口を開けば、われわれの行動の
指針は、北一輝の“日本改造法案大綱”だというけど、あの思想のどの部分を信じ
てるんですかね」。 








白坂  「では松本さんは北一輝をどういうものと考えているんですか？」。 
松本  「えっ？思想家でしょう。思想家ですよ」。 




































































































をつらぬく輪廻転生を主題とした第 1 巻『春の海』、第 2 巻『奔馬』、第 3 巻『暁の寺』、第 4
巻『天人五衰』の 4部作である。 
 三島はいう。「たまたま昨年からかかった 4 巻物の長篇（＝『豊穣の海』 井上）の、第 1 巻









はなかった。しかし彼らは 10 人が 10 人まで、すぐ人にも公言できる目的を欲しがり、自分の
ためのなるたけ華麗な葬式の花環を望んだ。北一輝の『日本国家改造法案大綱（ママ）』は、一
部学生の間にひそかに読まれていたが、勲はその本に何か悪魔的な傲りの匂いを嗅ぎとった。













中尉  「お前のもっとも望むことは何か」。 
勲   「太陽の、……日の出の断崖の上で、昇る日輪を拝しながら、……かがやく海を見
下ろしながら、けだかい松の樹の根方で、……自刃することです（p117）」。 
 そして、そのとおりに巻末は勲の切腹の風景である。私の偏見によれば、これも「天皇陛下















作ノートには、昭和 39 年秋ごろ－つまり『英霊の声』刊行（昭和 41 年）の直前－からの筆で、






































































































































































































－ 17 － 
露戦争当時の英雄的な軍人・仁平大隊長であった。「28 年の後、“予の死骸を踏んで義戦に勝て”
と鉄人先生が言われる。ああ大東の鉄人先生こそ、28 年前の仁平大隊長なのだ（p257）」。でも、

































































































































－ 21 － 
詩を残して故郷を追われた北一輝は、1904 年 22 歳の夏、革命への漠たる思いを抱いて上京す
る。ここで、「愛と詩歌と革命と」の連関がめぐり、「夏の終り」に「浪漫的革命への旅立ち」



























































発、北のアラベスクな修辞への apathy と sympathy、北のイデオロギーと行動への偏愛と憎悪、
これらは明治から大正を経て昭和初期の刑死にいたる生涯にわたって、北一輝が「他者」から
受けた通奏低音にほかならない。まことに北とは、先にも触れたように「二律背反」の・また



































































































































－ 27 － 
郎）や「超国家主義者（33）」としての北一輝像が広く存在するだけに、無視できない視角と思わ
れる。 






























－ 28 － 
 このようにして、磯部浅一のいう「革命党のコーラン」は大正 8年 8 月、まず原型たる『国
家改造案原理大綱』として上海で執筆されたが、帰国後、第 1 回に猶存社同人の謄写版による
秘密出版として頒布され（タイトル『国家改造案原理大綱』9 年 1 月発禁）、第 2 回に大正 12
年 5月に多くの削除を伴いながら改造社から刊行され（同『日本改造法案大綱』）、第 3回に 15
年 2 月初版、5 月再版として西田税の編集兼発行で刊行される（同『日本改造法案大綱及び補
遺』、再版では極めて多くの伏せ字）。このような執筆と刊行の経緯自体が、この書の危険で暗


























































 『大綱』に即して、「右傾・左傾」の思想を例示的にみよう（以下、同書 p219～281 による）。「巻




























































































































































































































































































































































































ず、「“北日記”は、昭和 4年 4 月 27 日から昭和 11 年 2月 28 日までの期間にわたって書かれた、
北一輝の日記であるが、言葉の通常の意味における日記とは趣きを異にする態のものである。
……多くは、北や北夫人、大輝（支那革命の同志譚人鳳の孫で北の養子 井上）の見た夢、北夫人
の霊告、神社仏閣参拝についての記述である（68）」。別に、「“霊告日記”は昭和 4 年 4 月 27 日












































は、北が“輝次郎”から“一輝”と改名した記念すべき月でもある。“大正 5年 1 月より一輝と

































－ 44 － 




リ。父ハ只此ノ法華経ヲノミ汝ニ残ス（74）」。ちなみに、北大輝の誕生は大正 4 年 11 月であっ
て、前述の「法華経」信仰への転機の時期と符合する。 
 また、やや特異な逸話であるが、北の「魔的」な魅力への一種「呪的」な憑依の挿話をあげ
る。それは、昭和テロリストの代表人物の一人である朝日平吾（佐賀県出身、大正 10 年 9 月、安
田善次郎を刺殺してその場で自死）の甥の辻田虎之助の手記であって、「太平洋戦争が、形勢が悪



































































（16、17）同『奔馬 豊穣の海（2）』、新潮文庫版 26 刷［1990/8］p448 
（18）松本健一［2004/9］p252～253 



















時、この 3人は猶存社の「3 尊」とよばれた 
（36）同上書 p356、『日本改造法案大綱及び補遺』冒頭における北執筆の「第 3回の公刊頒布に際して告ぐ」








（43）北一輝［1967/3］p357、『国体論及び純正社会主義』の第 4 篇 
（44）同上書 p2、「緒言」 


























（59）宮本盛太郎［1976/8］p248～253。なお原著「兄 北一輝を語る」は当初『中央公論』昭和 11 年 7
月号に掲載 




かり 1 年以上休学、16 歳に再発して新潟の病院で 1 カ月入院。17 歳の時、木の枝に触れて眼病再発、
７カ月入院。19 歳東京より一時帰郷したが右眼失明。また失恋に関して、17 歳の時に恋人松永テルと
の交際を断たれる？ さらに論壇登場の失意に関して、20 歳の時に『佐渡新聞』に発表した論文「国
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